
令和６年度 介護職員初任者研修等実施業務委託 仕様書 

 

１．委託業務名 

  令和６年度 介護職員初任者研修等実施業務委託 

 

２．事業の目的 

  訪問介護のニーズが高まる中、訪問介護員の人材不足は介護業界の中でも特に深刻な状

況にある。訪問介護事業所に就労を希望する方を対象に受講料を無料とする介護職員初

任者研修を実施し、訪問介護員を確保することを目的とする。 

 

３．実施期間 

  契約締結日から令和７年３月２１日 

 

４．用語の定義 

  介護職員初任者研修・・「介護員養成研修の取扱細則について（介護職員初任者研修・

生活援助従事者研修関係）」（平成３０年３月３０日付け老振０

３３０第１号厚生労働省老健局振興課長通知。以下「通知」と

いう。）で示された研修を言う。（以下「研修」という。） 

 

５．委託業務の内容  

本委託の業務内容は、研修の実施に伴う以下の業務とする。 

なお、契約後は速やかに以下の業務を実施するスケジュール表を作成し、県に提出する

こと。 

(1) 研修の開催にかかる周知･募集及び受講者のとりまとめ等 

  ア 募集要項、チラシを作成して県へ提出し、承諾を得ること。 

  イ 募集内容について受託者のホームページ等に掲載し周知を行い、できるだけ多くの

受講者を確保できるよう最大限努めること。 

  ウ 受講申込みの取りまとめ、受講決定および受講決定通知を行うこと。 

研修の応募には履歴書と志望動機の提出を求めることとする。 

 

(2) 研修の実施 
  ア 研修を実施すること。 
  イ 研修は２回以上に分けて開催することとし、その合計の定員は５０名とする。 
    ※開催回数は受託者が実施可能な回数とする。 

研修は以下に示す地域で開催すること。 
  １回目長崎市、２回目以降は長崎市又は佐世保市とし県と協議するものとする。 

   ウ 研修を開催する会場は、会場への公共交通機関によるアクセス等、受講者の利便
性を考慮して選定すること。 

  エ 研修の日程については県と協議のうえ決定すること。 

  オ 研修受講対象者として、主に次の者を想定している。 



     １０代から７０代までの訪問介護分野での就労を希望する者 
  カ 研修の講師は、研修内容に関し、十分な知識・技能を備えた者を選定すること。 
  キ 研修終了ごとに、研修修了者にかかる実績報告書を研修終了日より1か月以内に

県へ提出すること。 
  ク 研修のテキストは、通知の研修内容を十分に踏まえたものを作成して使用するこ

と。 
  ケ 研修にかかる受講者の受講料は無料とする。ただし、交通費・宿泊費等について

は受講者の負担とする。 
  コ 研修会の中に長崎県福祉人材センターの実施する訪問介護事業所紹介のプログラ

ムを各１回組み込むこと。 
  サ 受講者の習熟強化を図るため、必要に応じ、補講を実施すること。 

６．その他の事項 
(1) 事業計画書の提出 
  受託者は委託契約締結後14日以内に、以下の事項を記載した実施計画書（任意様式）

を県へ提出すること。 
ア 研修カリキュラム（担当講師、講義等に関することを含む） 
イ 研修日程について（開催日時、研修会場等に関することを含む） 
  なお、研修会場については、受託者において設定すること。 
ウ 事業完了日 

 
(2) 研修会の開催最小催行人数について 
ア 研修の開催については、最小催行人数をおおむね５名以上とし、それに満たない
場合は研修会の中止を検討することとするが、最終的な中止の判断は県と協議の

うえ、決定することとする。 
なお、中止した場合の委託料については、受託者と県で協議の上、変更契約により
対応するものとする。 

 

(3)その他 

  本件委託業務の実施に当たっては、県に随時報告し、必要に応じて適宜協議するととも

に、本県担当者の指示に従うこと。また、業務遂行上の疑義が生じた場合は本県の担当

者と協議の上で決定すること。 

本事業の実施に当たっては、別紙「個人情報特記事項」を遵守すること。 

作成した資料・データの著作権はすべて長崎県に帰属するものとする。 

 


